































書はその第 27 巻になります。 
 県東部に位置する立山町については、これまで第 9 巻『猿害と地域社会』（1999）でとり
あげました。ただし、同町の祭りや民俗芸能についてはこれまで一度も扱ったことがなく、
今回初めてとりあげることができました。 







































2018 年 2 月 8 日 
 
 富山大学人文学部社会文化コース文化人類学分野 































































部は立山連峰を経て長野県に接する。面積は 308.79 平方キロメートル（東西約 43 キロメ












からである。また、当時建設された白岩砂防堰堤は落差が日本一で、平成 21 年 2009 年に
は国の重要文化財に指定されている（図 2）。 
人々が暮らす扇状地や河岸段丘の後背地には丘陵があり、高度 3000 メートルにも達する 























































 越中では 8 世紀には条里制5がしかれており、土地の区分けが成されていた。しかし、天


















1 1.2 13.3 -9.0 238.0 39.5 
2 1.5 21.2 -8.7 258.5 80.1 
3 5.0 20.6 -4.6 99.0 125.8 
4 11.8 25.3 -1.2 248.5 155.8 
5 11.6 30.5 7.3 156.5 191.7 
6 19.8 28.3 7.6 153.5 136.9 
7 20.3 34.5 16.3 473.5 117.3 
8 20.5 32.6 17.4 215.5 151.1 
9 18.0 31.1 11.7 486.5 79.4 
10 10.3 31.6 2.5 197.0 100.3 
11 3.8 21.8 -0.9 266.0 82.3 
12 -0.4 22.7 -6.0 372.0 73.0 
H26 16.2 35.9 -11.9 3287 1477 
H27 16.8 36.3 -8.1 2992 1443 




















は慶長 4（1599）年に死去するが、前年に子の利長に封を譲っており、慶長 3 年以降、加・
















































年代          できごと 
約 2 万年前 吉峰遺跡で人々が生活していたと思われる。 
大宝元（701）年 佐伯有頼によって立山開山が行われる。 
天平 15（743）年 墾田永年私財法が発布される。 
貞応 2（1222）年 源頼朝の命のもと、北条朝時が越中の守護となる。 
興国 5（1344）年 室町幕府の桃井直常が守護に任じられ越中を治める。 
永禄 10（1567）年 寺嶋職定は越後の上杉から逃れ、池田城を築く。 
天正 11（1583）年 佐々成政は寺社や立山権現の堂社、祭礼の復興をし、また常願寺
川の治水も手がけた。 
天正 15（1587）年 新川郡は豊臣秀吉の直轄領となり前田利家にあずけられる。 
天保 7（1836）年 現在の「五百石」にあたる「松本開」が開墾される。 
安政 5（1859）年 大地震と大洪水が発生する。 
明治元（1868）年 神仏分離令により、立山信仰は大きな影響をうける。 
明治 2（1869）年 ばんどり騒動が起きる。 
明治 22（1889）年 「松本開」が「五百石」と改められる。 
大正 7（1918）年 魚津町から米騒動が起きる。 
大正 10（1921）年 五百石駅―立山駅間が開通。 
昭和 29（1954）年 町村合併促進法により現在の立山町ができる。 
昭和 38（1963）年 黒部ダム完成。 










昭和 29（1954）年 1 月 10 日には、町村合併促進法により利田村、雄山町、上段村、東






 昭和 31（1956）年から建設されはじめた黒部ダムの建設工事は、当時の金額で 513 億円

































平成 28（2016）年 10 月 1 日時点の立山町全体の人口は、26,161 人、世帯数は 9,277 世
帯である。性別人口は男性 12,595 人、女性 13,566 人となっている。過去 15 年（平成 14





次に、立山町における年齢別人口の割合とその推移を、図 4 と表 3 に示した。 





























平成 28（2016）年 10 月 1 日時点で、立山町は生産年齢人口（15～64 歳）が全体の半分
の割合を占めているものの、表 3 を見ると生産年齢人口は昭和 60（1985）年から確実に減
少している。 
昭和 60（1985 年）の時点では、老齢人口（65 歳以上）が幼少年齢人口（0～14 歳）よ
りも少なかったが、平成 2（1990）年にはほぼ横並びとなり、平成 7（1995）年には老齢




 立山町の産業別就業人口の割合を示したのが図 5 である。第 2 次産業と第 3 次産業の割
合が全体の 94％を占めている。各人数は、第 1 次産業が 917 人、第 2 次産業が 4496 人、
第 3 次産業が 8660 人となっている。割合の最も高い第 3 次産業の内訳において、卸売小売
業、次いで割合が飲食宿泊業である。 
         






昭和 60（1985）年 5,623 18,623 3,728 
平成 2（1990）年 4,665 18,253 4,319 
平成 7（1995）年 4,077 18,143 5,224 
平成 12（2000）年 3,923 18,046 6,025 
平成 17（2005）年 3,914 17,556 6,541 
平成 22（2010）年 3,719 16,574 7,164 
平成 27（2015）年 3,131 14,745 7,891 
表 3．立山町の年齢別人口の推移 

















































































12 月 28 日、1 月 1 日 芦峅寺のミヤマイリ 
1 月下旬から 2 月上旬 とやま鍋自慢大会 
3 月 9 日 芦峅寺の山の神の祭り 
3 月 13 日 芦峅寺のおんば様のお召し替え 
3 月 15 日 芦峅寺の涅槃会 
3 月 21 日前後 数珠くり（ズズクリ） 
4 月 8 日前後 宮路集落獅子舞 
4 月 20 日前後 浦田山王社獅子舞 
4 月 25 日 西大森の水神様の祭り 
6 月 12 日 五百石天満社の春季祭礼 
市姫神社の祭礼 
7 月 1 日 立山夏山開き 
7 月下旬の土曜日 立山まつり 
7 月 25 日 立山頂上峰本社例大祭 
8 月 13 日 芦峅寺のオショウライ 






















ね は ん え







 4 月 8 日前後に行われる宮路集落獅子舞は、宮路神明社の春の祭礼で行われる獅子舞であ
る。宮路の獅子舞は、飛騨地方を発祥とした金蔵獅子と呼ばれる獅子舞であり、大正13（1924）
年に現富山市の楡原から講師を招き習得したものである。 
 4 月 20 日前後に行われる浦田山王社獅子舞では、全長 7m、幅 2m もの巨大な幕に 20 名
以上が入り練り歩く獅子舞が行われる。もとは宮の周りを回るだけであったが、集落内を
回る形に発展した。第 1 章で佐藤が報告している。 
 立山町西大森地内の堤防には、立山町指定天然記念物の大石がある。その大石は 2 回の
洪水を経て現在の場所まで運ばれ、流れ着いたことにより洪水の流れが変わり被害を少な
くしたといわれている。そんな大石への感謝をこめて護岸の神として祭るようになった。 
6 月 12 日は若者からお年寄り、家族連れと毎年多くの人で賑わっている五百石天満社の
春季祭礼と市姫神社の祭礼が行われる。かつては約 300～500 軒もの夜店が出店していたが、
8 月下旬 たてやまドンドンまつり 
9 月 1 日 風の盆踊り 
9 月(3 年に一度) 布橋灌頂会 
9 月 25 日 五百石天満社秋季大祭 
10 月 10 日前後 若宮獅子舞 
10 月 20 日前後 東大森獅子舞 
10 月 23 日 
（日曜日の年のみ） 
高原八ツ屋獅子舞 
11 月 3 日 泉獅子舞 




現在でも 100～200 軒の夜店が出店している。また、昭和 45（1970）年ごろまでは獅子舞
も行われていた。 
立山夏山開きは毎年 7 月 1 日に立山駅前の広場で行われる。安全祈願の神事が行われた
後、園児達によるくす玉割りや歌とダンスが披露される。また、立山権現太鼓、越中すえ
太鼓などが演奏され、多くの人で賑わう。 











米道踊りは 8 月 15 日に米道集落で踊り継がれている盆踊りである。戦国時代、上杉謙信
に攻略され、落城した池田城の家臣加野半右衛門は歌舞音曲に長けていた。その芸を米道
の村人たちに手ほどきしたのがこの米道踊りの始まりと言われている。オショウライと米
道踊りは第 3 章で伴が報告している。 
そして 8 月下旬にはたてやまドンドンまつりが行われる。この祭りはグリーンパーク吉
峰で開催され、平成 28（2016）年で 10 周年を迎えた。打ち上げ花火の他グルメやイベン
トが開催される。 




の行事として 130 年ぶりに復活した。平成 17（2005）年からは 3 年に一度開催されており、
この行事に参加するため全国から女性が集う。第 4 章で迫間が報告している。 
9 月 25 日は五百石天満社秋季大祭が行われる。五百石の中心である天満社で行われ、当
日は朝から夕方まで神輿と獅子舞が別々に五百石地区全体を回る。これについては風の盆
踊りとともに、第 7 章で山浦が報告している。 
10 月 10 日前後に行われる若宮獅子舞は明治期に上市町女川から教えを受けて発足した
獅子舞である。途中 2 度休止したものの現在は復興を果たし、若宮社の秋の祭礼で披露さ
れている。 





10 月 23 日が日曜日の年にのみ披露される高原八ツ屋獅子舞は明治期に同じ立山町内の
三ツ塚新から伝えられた。当日は地区内の民家などを回り、神明宮では 14 種類の舞が披露
される。 








『立山町史上巻』 立山町 1977 年 
『立山町史下巻』 立山町 1984 年 
『富山地方鉄道五十年史』 富山地方鉄道株式会社 1982 年 
『立山町商工名鑑』 立山町商工会 1991 年 
『立山曼荼羅―絵解きと信仰の世界』 福江充 2005 年 
『統計たてやま 2016』 立山町 2016 年 
『立山をめぐる山岳ガイドたち』 立山カルデラ砂防博物館 2010 年 
『わたしたちの立山町』 立山町教育委員会・立山町教育センター 1975 年 




（http://www.pref.toyama.jp/sections/1015/lib/jinko/index.html 2018 年 1 月 12 日閲覧） 
「統計たてやま-立山町-」 
（http://www.town.tateyama.toyama.jp/tokei/index.html 2018 年 1 月 12 日閲覧） 
「立山黒部アルペンルート公式ホームページ」 
（https://www.alpen-route.com/enjoy_navi/snow_otani/ 2018 年 1 月 15 日閲覧） 
「統計たてやま 2017」 
（http://www.town.tateyama.toyama.jp/tokei/toukeitateyama2017.pdf 2018年 1月 8日
閲覧） 
「アルペンルート-立山町-」 




（http://www.pref.toyama.jp/branches/3043/josetu2.html 2018 年 1 月 15 日閲覧） 
「立山黒部アルペンルート 立山黒部貫光株式会社」 
（https://tkk.alpen-route.co.jp/company/development 2018 年 1 月 22 日閲覧） 
「年間イベント情報-立山町-」  
（http://kanko.town.tateyama.toyama.jp/spot/event.html 2018 年 1 月 7 日閲覧） 
「立山ガール日記」 
（http://tateyamagirl2450.blogspot.jp/ 2018 年 1 月 7 日閲覧） 
「立山グリーンパーク吉峰公式ホームページ」 
（https://www.yoshimine.or.jp/ 2018 年 1 月 7 日閲覧） 
「立山町 東谷農産物フェア」 
（ www.town.tateyama.toyama.jp/pub/download/svDLElsDtl.aspx?servno=1126  2018
年 1 月 7 日閲覧） 
「るるぶ.com」 






























































                                                   
9「富山県の獅子舞」富山県教育委員会 1979 年より 
10 貴人や神霊など高貴な者を先導する役割。 









































                                                   
11 立山町 昭和 59 年『立山町史 下』、浦田山王社奉賛会 昭和 46 年 4 月『浦田村の発
達と山王社』より。 
12 稚児塚は高さ 7.5ｍ、底部の直径 46.8ｍの円墳である。県下で最大の円墳であり、5 世紀
中ごろの権力者の古墳と考えられる。古墳は現在雑木で覆われているが、かつては頂上に
高さ 30m、周７m、樹齢 300 年の大杉がそびえたっていた。昭和 48 年の落雷で枯死し、現
在ではその切り株と小さな祠が残っている。『立山町史 上』より。 
13 古代の律令制度下で行われた土地管理制度。土地を約 654m 四方に区画し、南北に 1 条、
2 条…、東西に 1 里、2 里…と称し、何条何里と表示した。 




明治 17 年（1884）竹内村戸長の管轄区域に入り、明治 22 年（1889）寺田村の大字とな



























村からの移住者が増え、昭和 60 年（1985）には 1 区 150 戸、2 区 130 戸にまで増加した。
富山電気鉄道が通ったことで、交通の要地となったためとみられる。 
 
2-3．浦田 1 区と 2 区 
『浦田 2 区の軌跡』によると浦田地区には 1 区と 2 区があり、その大体の境目は高野川
である。高野川の右岸側に 1 区が、左岸側に 2 区がおよそ分布する（図 2）。１区の戸数は
現在 200 戸程度で、1 から 10 までの班がある。1~6 班には昔から浦田にいる人達が住んで
おり、7~10 班には県内外の他の地域から来た人達が住んでいる。7・8 班は 30 年ほど前、
9 班は 20 年ほど前に開発された。10 班は 10 年ほど前に開発され、30 戸以上が軒を連ねる。 
2 区はもともと現在の 1 区の 6・7 班として発足したが、昭和 24 年（1949）に 1 区から
分離した。1 区に住む人はもともと家の近くに田んぼを持っており、農家をしていた。一方
2 区は立山町の他村から来た人や、1 区から分家していった人たちで構成されていたため、
                                                   





18 杉板でできており、長さ 9.1m、幅 1.2m である。2 人の船頭が竹の竿で操船する。『立山
町史 下』より。 











という。現在の戸数は 130～150 戸程度で、1 班から 7 班まであるが、1・2 班は特に高齢
化が進んでいる。また、1 区の 9 班や 10 班には 1 か所に 30 戸近くの家が立ち並んでいる
新興住宅地がある。「団地」と呼ばれるこれらの新興住宅地は元々1 区の人たちが持ってい
た田んぼであったという。浦田では 2 区だけでなく、1 区も高齢化が進んでおり、とくに 5・
6 班は空き家が増えているため、現在は 5 班と 6 班は合わせて 5 班として扱われているよう
だ。こうした高齢化が進む中、9 班や 10 班の新興住宅地の人々は浦田に活気をもたらす非
常に大きな存在である。このことについては後に詳しく述べる。高齢化が深刻化している 2




1 区の区長の任期は 2 年間であり、区長に就任する 1 年前からは副区長として 1 年間区長
見習いをする。2 年間区長を務めた後、再び副区長として 1 年間新区長をサポートする。全
部で 4 年間区長に携わるのだ。それに対して、2 区の区長の任期は 1 年間で各班から代表者





元々は 1 区から 3 人、2 区から 3 人の計 6 人を選出しており、任期は 3 年であ
った。しかし、1 区では任期が長いという声があり、平成 8 年から任期を 2 年
にし、現在は 1 区から 4 人、2 区からは 3 人（任期は変わらず 3 年）の計 7 人
で宮委員を務める。 











区の公民館で行われるが、この総会の日には 100 人ほどが公民館に集まるという。 
 また、2 区でも 12 月半ばにこのような総会が行われ、2 区の公民館で次期役員の選出な
どが行われる。 
 自治会計や総務以外にも浦田山王社に携わる宮委員や氏子総代という役割がある（表 1）。

































                                                   
20 浦田鎮座山王社御由緒より。 

























 山王社の行事は主に 6 つある（表 2）。1 つ目は元旦に行われる元旦祭である。1 月 1 日
に山王社でお神酒を配り、かがり火をたく（かがり火は夜通し交代で日の当番をする）。照
名寺で元旦祭が行われた後、山王社境内で神事が行われる。 
2 つ目は鎮火祭である。これは 2 月の第 4 日曜日に行われ、岩峅寺にある立山多賀宮
た か のみ や
の宮
司が来て神事を行う。火災が起きないように祈願したり、火を大切にしようという祭りで


















ともと 1 区と 2 区は別々に秋祭りを行っており、2 区の秋祭りのみ神輿があった。1 区では
秋は収穫で忙しく、2 軒ほどの屋台を呼ぶ程度であったが、昭和 30～40 年頃、山王社のご
神体をめぐり問題になったため、1 区と 2 区が一緒にお祭りをやるようになった。 







行事 日程 スケジュール 





































回ある申の日のうち、月に 2 回ある年は後の申、月に 3 回ある年は真ん中の申の日のこと


























                                                   
24 資料によって 2 回り、2 周り半、3 回り、3 回り半と記述がまちまちであったが、平成













を創設し、山王社には 12 坊の社僧が奉祀した。毎年 4 月初めの未の日に城内に、村々には
初めの申の日に神輿巡幸の神事を行ったという。これは明治維新まで続いたが、明治維新




 筆者は平成 29（2017）年 4 月 15 日、16 日に行われた前夜祭及び本祭に参加し、フィー
ルドワークを行った。前夜祭や当日の様子は、フィールドワークでの聞き取り調査をもと





春祭りを翌日に控えた平成 29（2017）年 4 月 15 日（土曜日）、「触れ太鼓」と呼ばれる
前夜祭が行われた。中申会が中心となって準備し、18 時半から 21 時 10 分くらいまで太鼓
と笛を鳴らしながら浦田山王社を発着点として町内を回る。参加者は全員が法被姿の男性







                                                   
26 『私たちの思いで第 5 号』（昭和 63 年 11 月）長栄会 
『浦田村の発達と山王社』（昭和 46 年 4 月）より 
27 奈良時代の僧。僧の資格を得ずに難民救済や布教、土木事業を行い、やがて政府から弾
圧されたが、のちに聖武天皇の帰依を受け、東大寺建立に協力した。 




















































払いの 2 人は列の中の適当な位置におり、隊列と一緒に練り歩いているようである。 




うな天狗やバチは無く、警護が 2 人だった。現在の衣装を考案したのは昭和 50 年（1975）
前後であるという。 
先旗と後旗は 1 区と 2 区の副区長が担当する。先旗には「山王 21 社大権現」と書かれて
おり、本来こののぼりを持つのは 13 歳の男子とされていたが、いつからか副区長が担って








                                                   
29 仏自ら光をやわらげて、俗人に交わるということを意味する。 
30 獅子頭が桐製であるため、同じ桐を使った下駄をはくのは禁じられている。 






マエダチの後に続くのが獅子目隠しの 2 人である（写真 7）。これを担うのは小学校 6 年
生の少年である。衣装は水干に烏帽子、白足袋、桐以外の下駄を身につけ樫の 6 尺棒を持
っている。この樫の棒は獅子の眼光で人々が射抜かれないように獅子の目を隠すとされる。
ずっと昔は 1 区の長男のみが選ばれたが、いつしか変化し、現在目隠し役は 1 区と 2 区そ















































役割 担い手 概要 









りを持つ。1 区を歩くときは 1 区の副
区長、2 区を歩くときは 2 区の副区長
が先頭に立つ。後旗と交代する。 
③ 旗持 小学生男女20～30人 小若と書かれた青い法被姿で、赤や黄
色、水色、緑といった色とりどりの流
し旗を持つ。 
④ 後旗 副区長 「和光同塵者血縁之始」と書かれたの
ぼりを先旗ではない副区長がもつ。1，
2 区の境目で先旗と交代する。 












⑦ 獅子 大人 20～30 人 衣装は普段着に法被姿。昔は長着物に
下駄ばきであった。 
囃子方 





⑨ 横笛 中申会メンバーの 10
～12 人 
中申会の赤い法被姿 



































                                                   



















































































































































































                                                   
32『私たちの思い出 第 2 号』（昭和 60 年 11 月）長栄会より 
33 明治期、義務教育の普及が徹底していなかった為、政府は夜の時間を利用して勉強をす
る夜学校を開設するように奨励した。富山県中新川郡では浦田のある寺田村が最も早く、










  ②考え立てにならないこと 
  ③朝晩の挨拶を守ること 
  ④寄り合いにあったことを家や外でしゃべらないこと 
  ⑤目上の人には君をつけること 






















                                                   
34 腕立て伏せ、雪の上に座らされる、向かい合って顔面を殴り合う、重いものを持たされ
るなど。 
35 浦田では 18 歳で幼名を改名し、元服する習慣があった。『私たちの思い出 第 2 号』（昭
































































が集まった。9 班36や 2 区の若い人たちが積極的に集まってくれたという。また、彼らの小
学生、中学生の子供たちも一緒に笛や太鼓を練習しに集まってきてくれた。これは思わぬ
ことであった。そして、祭りをもっと活気のあるものにするにはどうしたらいいか話し合









                                                   
36 当時はまだ 10 班がなかった。 

















現在の中申会には 20 歳～40 歳くらいの有志 32 名が所属している。青年会と違い、中申



































                                          
中申会の主な活動は春と秋に行われる祭りの運営である。会長の任期は 2 年で、現在の
会長の高橋一三さん（47 歳）は 8 代目の会長である。会長は前会長から指名される。副会










平成 29 年（2017）の春祭りから祭りに参加しており、新瀬戸地区から浦田 1 区の 10 班に
引っ越してきた。中申会に入る前まではこの会の存在どころか祭りの存在も全く知らなか
ったという。中申会に入った理由としては地域の人と関りを持ちたいからだそうだ。 






平成 12 年（2000）に発足し、平成 29 年（2017）で 18 年目を迎える中申会だが、現在
の状況は必ずしも順風満帆という訳ではない。平成 29 年の春に入会した人は 1 名で準会員












平成 29 年の春祭りから祭りに参加している準会員の宮森瞬弥君（16 歳）にも話を聞くこ





















































































































富山県教育委員会 昭和 54 年 『富山県の獅子舞』 
立山町 昭和 52 年 『立山町史 上』 
立山町 昭和 59 年 『立山町史 下』 
浦田山王社奉賛会 昭和 46 年 4 月 『浦田村の発達と山王社』 
浦田山王神社拝殿等修復委員会 平成 22 年 10 月 『浦田山王社修復事業竣工記念誌』 
浦田 2 区 『浦田 2 区の軌跡』 
山林信孝他 昭和 40 年 8 月 『浦田の由緒と名勝史跡について』 
長栄会 昭和 60 年 11 月 『私たちの思い出 第 2 号』 
長栄会 昭和 63 年 11 月 『私たちの思い出 第 5 号』 









































 以上の調査をふまえて、この章では、第 1 節に富山県の民謡を取り上げ、第 2 節では正
調利田荷方節の歴史及び各団体の概要について、第 3 節では正調利田荷方節保存会の活動、










の数を数えたところ、新川地区は 68 曲、富山地区は 87 曲、高岡地区は 115 曲、砺波地区
は 169 曲で、合計 439 曲であった（表 1）。 
最も曲数が多いのは県南西部の砺波地区である。また、砺波市は市町村の中で最も曲数
が多く 67 曲ある。民謡の中でも荷方節を数えると、富山県内では 17 曲あり、富山地区に










































地区 市町村 曲数  荷方節 
の曲数 
新川地区  68  
 魚津市 11  
 黒部市 34  
 宇奈月町 4  
 入善町 14  
 朝日町 5  
富山地区  87 11 
 富山市 18 1 
 滑川市 16 1 
 大沢野町 14 1 
 大山町 6 1 
 上市町 6 2 
 立山町 5 1 
 八尾町 7 1 
 婦中町 1  
 山田町 3 1 
 細入町 11 2 
高岡地区  115 4 
 高岡市 21 1 
 新湊市 12  
 氷見市 18 2 
 小矢部市 29  
 大門町 21 1 
 下村 3  
 大島町 1  
 福岡町 10  
砺波地区  169 2 
 砺波市 67 2 
 城端町 10  
 平村 20  
 上平村 21  
 利賀村 28  
 庄川町 4  
 井波町 2  
 井口村 2  
 福野町 4  
 福光町 11  























































明治 43 年（1910 年）には、利田地区の
有志が働きかけ利田村青年団が結成され




昭和 29 年（1954 年）には、利田村、雄山町、上段村、東谷村、釜ヶ渕村、立山村の 1
町 5 村が合併し、立山町となった。それにより、利田村ではなく利田地区と呼ばれるよう































 そのような中で、安政 5 年（1858 年）に大洪水が起きてしまう。この大洪水によって、
常願寺川の川底は高くなり、流れが速い川になってしまった。それにより、舟運業も行わ
れなくなっていき、労働唄としての利田荷方節も唄われなくなったとされる。 





歌詞があった。昭和 40 年（1965 年）には、より一層の普及発展という気運が高まり、利
田荷方節保存会が発足した。保存会が発足した確かな理由は分からないが、当時は人によ
って唄の節回しが違っていて、それを統一するために発足したのではないかと思われる。
昭和 41 年（1966 年）に唄の募集をする。これは、利田荷方節保存会を発足した記念に行
われたものであると思われる。また、この時の唄は保存会の総会で唄われていた。昭和 57
年（1982 年）には、立山町指定文化財に指定される。 














41 日本舞踊の流派の一つで、5 大流派の一つとされている。 
53 
 
昭和 30 年代に唄われていた利田荷方節の歌詞（『ふるさと利田の今昔』より） 
 









                                                   
42 公益財団法人日本民謡協会に所属している団体。富山県内で活動している。 
1．五七七七五調 
 あら玉の 年はかわれど 変わらぬものは 主の心と わしが胸 
 夢なれば さめてくれるな いつまでも 二度と見られぬ この夢を 
 あつかんで どうぞ一口 飲ませておくれ 正気で言われぬ こともある 
 朝咲いて 宵にしおれる 朝顔でさえ 離れまいとて 手をにぎる 
2．七七七五調 
 地蔵尊なら あの利田の地蔵 わが子育ての 乳を出す 
 日置かわらの 一むらすすき いつか穂が出て 乱れ合う 
3．文句入り 
 こなたのやかたは めでたいやかた 上から鶴が舞い下がり 
下から亀が舞い上がり 鶴と亀との舞い遊び 
 世の中に めでたく咲くのはあの芋の花 茎は長くて葉は広く 
朝晩 黄金の 玉をなし 孫子の末まで ごはんじょう 
1．藤川忠則作 
 くるかくるかと土堤まで出れば 川はつめたい 水ばかり 
 川は荒川 流れもすごい 渡す船頭の 竿まかせ 
 山にゃ初雪 祭も近い 稲を刈る手に 心もはずむ 
2．金代芳雄作 
 常盤 大日 二つの橋を 利田は 両手の花とする 
 水はうつくし 土地がらよろし 利田は ほんとに住みどころ 











れぞれ平成 9 年（1997 年）と平成 19 年（2007 年）の正調利田荷方節保存会の会員数が記
載されている。それによると、平成 9 年の会員数は 39 人で、男性は 16 人、女性 23 人、平
成 19 年の会員数は 26 人で、男性 12 人、女性 14 人であった。平成 29 年（2017 年）の会
員数は 17 人で、男性 5 人、女性 12 人である。また、現在の正調利田荷方節保存会の会員
の多くは 60 代から 80 代の方で、練習に参加している方も 60 代の方がほとんどである。 
















ハアー こなたの館は 目出度い館 鶴は高から 舞い降りる 亀は下から はい上が
る 鶴と亀とが舞い遊ぶ チリン チリン チリン 
ハアー 世の中で目出度いものは 芋のずき 茎が長くて末広で 朝晩こがねの玉を抱
き 末は孫子お目出度い チリン チリン チリン 
ハアー 梅干が酒も飲まずに赤い顔 年もとらずに しわあれど これでも昔 花の時 









表 2．平成 29 年度の正調利田荷方節保存会の活動 
6 月 敬老会 
11 月 文化サークル発表会 
11 月 利田小学校での指導 
12 月 謡納め、舞納め 












数は 15 人ほどで女性の方ばかりであったそうである。現在は 12 人ほどで、男性 1 人、女









                                                   
43 7 月末に立山町五百石で行われる祭り。正調利田荷方節は、立山まつりの町流しの後に
行われる芸能百選で披露された。 




ア活動に登録し、現在では 1 年に 5 回ほど老人施設などでボランティア活動として民謡を
披露している。発表する曲は指導する先生が決めており、正調利田荷方節を披露すること
もあれば、別の地域の民謡を披露することもある。カトレア会では、民謡を披露する時に

















入した。婦人会は 20 年ほど前になくなってしまったそうである。 



























 筆者が見学した正調利田荷方節保存会の練習は、平成 29 年（2017 年）6 月 12 日に行わ




 練習は利田公民館で行われた。この日の参加者は 8 名で、うち踊り 5 名、唄 2 名、伴奏 1
名である。伴奏は正調利田荷方節保存会の会長の寺松さんが担当し、それ以外の踊りや唄
は女性の方であった。練習に参加した方は 60 代の方が多く、若い方でも 50 代の方であっ
た。芸歴はどの方も 10 年以上あり、何名かの方は正調利田荷方節保存会が発足した平成元
年頃から正調利田荷方節に携わっている。 


























































   






















が約 10 名、スタッフ等が約 10 名で合計約 70 名ほどである。 


































3-3-2．平成 28 年（2016 年）から始めた利田小学校三年生への指導 




と思ったものを生徒自身が選んで学習し、その成果を 12 月 6 日に行われる学習発表会で披






 次に平成 29 年（2017 年）に行われた小学三年生への指導がどのように行われたかを記
述する。指導が行われたのは 10 月 25 日（水）、11 月 8 日（水）、15 日（水）、22 日（水）
の 4 日間である。その後、12 月 6 日（水）に総合学習の成果として発表を行った。指導全
体の流れは、まず 10 月 25 日に生徒たちにそれぞれの芸能を体験してもらい、それをもと
に各自の学びたいものを選んでもらい、11 月 8 日以降に指導を受けるというものである。 
 今回の指導では、唄と踊りが明確に分けられていたため、それぞれどのように行ったの
かを記述する。唄のグループで指導に来ていたのは 3 名で、6 月 12 日の練習と同じ方たち
だった。10 月 25 日に行った指導は、利田荷方節の歴史の説明や唄の体験、和楽器の音色を
聴いてもらうというものであった。歴史の説明の際には写真等を用いて説明し、和楽器は
寺松さんが実際に弾いて生徒たちに聴かせた。使用したのは尺八と三味線で、尺八は 10 月




                                                   











    
   写真 10．練習で使用した CD      写真 11．小学生への指導で作成した楽譜 
 
 次に、踊りのグループの指導の様子について記述する。踊りのグループで指導に来てい
たのは 5 名である。10 月 25 日に行った指導は、途中までは唄の方たちと一緒に利田荷方
節の歴史等を生徒に教え、その後唄のグループと分かれ、踊りを生徒に体験してもらった。 


















 練習に参加していたのは踊り手が 9 人、唄い手が 1 人で全員女性であった。踊り手は 8
人が 60 代であり、50 代の方が 1 人いた。唄い手は 30 代であった。指導をしていたのは藤
























                                                   
46 藤間流とは、全国的に活動している日本舞踊の流派の一つである。 












































































































 昭和 28 年（1953 年）になると、振り付けや新しい歌詞が加えられる。そして、昭和 40
年（1965 年）には利田荷方節保存会が発足する。この時期の利田荷方節は、めでたい場で
唄う唄としてだけでなく、地元の伝統芸能としての側面も強くなったと思われる。特に、


















































富山県教育委員会 1985 年 『富山県民謡緊急調査報告書』 
立山町 1984 年 『立山町史別冊』 
立山町利田自治振興会史跡文化調査委員会 1995 年 『ふるさと利田の今昔』 
立山町芸術文化協会 1997 年 『立山町芸術文化協会二十周年記念誌』 
立山町芸術文化協会 2007 年 『立山町芸術文化協会三十周年記念誌』 
立山町芸術文化協会 2017 年 『立山町芸術文化協会四十周年記念誌』 















   伴 聡一郎 


































                   写真 1．芦峅寺で行われるオショウライの様子 
                                                   
49 富山県教育委員会が平成 16 年度から取り組んでいる「とやま文化財百選」事業のひとつ。 
50 脚注 1 と同様に「とやま文化財百選」のひとつ。「祭り」「年中行事」のほかに「土蔵」
「獅子舞」も百選として選定されている。 






















さ つ まわ り
」を行い、全国に立山信仰を布教した。「諸国檀那配札廻り」とは全国
にある檀那場





























 図 1．芦峅寺における庚申塚と布橋の位置について（国土地理院地図より） 
 
1-2-1．布橋でのオショウライ 
 オショウライはそれぞれの家ごとに行われる。平成 29 年（2017）に見たかぎりでは、夕
方の 18 時前から 19 時過ぎまでに行う家が多かった。志鷹家は他の家よりも少し早めでま





さ 1 メートルほどの藁を紐で束ねたものが売られている。 
 松明に火がつくと家族みんなで墓に向かって歩いていく。志鷹家の場合は 70 代ほどの女
性 2 人と、50 代の男性に、30 代ほどの男性 2




























                       
 
  
                    









































16 日の朝になると、おはぎを作る。それを 13 日のお供え物と一緒に、布橋の横に作られ
た道の窪みに置くそうだ。そして着物を着て正装し、家族のお墓から親戚のお墓まですべ










かつては、お盆の 8 月 14、15 日の 2 日間にわたって、盆踊りが行われていたそうだ。現
在、公民館が建っている場所には、以前は芦峅寺小学校が建っており、その運動場に人々
が集まって踊った。その名残で現在も 14 日に公民館の駐車場で盆踊りがあるそうだ。また
約 40 年ほど前までは風の盆も行われていたそうで、9 月 1 日に立山町各地の青年団が芦峅
寺に集まり相撲大会が行われていた。土俵場もあり、子供から大人まで参加して盛り上が






































































新仏供養は 3 年間行われる。このことから霊は亡くなってから 3 年は新仏のとりあつかい
を受け、その後 33 年忌の弔い上げまでは精霊、弔い上げがすむと祖霊となり神霊化してい
くという 3 段階の変化があることが分かる。 
                                                   
58 故人の亡くなった月日と同じ月日のこと。例えば 7 月 1 日に亡くなった場合、毎年の 7
月 1 日が祥月命日になる。 


























































          図 2．米道の地図（国土地理院地図より作成） 
 
2-2． 米道踊り 
















                                                   






 ここからは平成 28 年（2017）8 月 12 日に行われた練習について記述する。12 日の練習
は納涼祭前の最後の練習ということで多くの子供たちが集まった。19 時 30 分から 20 時過





















           写真 10．〈松坂〉を踊る子供たち 
 
2-5．善入寺での米道踊り本番 





ようにして演奏する。唄 1 人、囃子 2 人、三味線 3 人、胡弓 1 人、太鼓 1 人の計 8 人によ
る伴奏に合わせて、子供 15 人ほどと母親 5 人ほどが踊った。三味線を弾いていた方の 1 人
は富山市から呼ばれたようで、三味線が好きで色々な行事に参加しているらしい。演奏は





































 現在は、夏の時期に行われる納涼祭、善入寺で行われるもの、年に 1 回開かれる富山県
民謡民舞連盟の発表会の 3 つが、米道踊りを披露する場となっている。 
    
   表 1．米道踊りの出演の歴史（酒井孝さんにいただいた資料より作成） 
昭和 12 年（1937） 富山市新富座で行われた富山県下民謡大会に出演し、県下にはじ
めて紹介された 
昭和 27 年（1952） 県下 10 大民謡として発表会に出演し、県下の民謡保存会62もこ
れを契機に生まれた 
昭和 29 年（1954） 立山ケーブル開通記念祝賀会に出演 
昭和 31 年（1956） 立山町無形文化財第 10 号に指定される 






資料 1．米道踊りの歌詞（『富山県の民謡』黒坂富治（1979 年）より） 
【おけま63】 
・おけまヤー おけま踊るなら 板の間で踊れヨ （オーヤッサ ヤーッサ） 
 板のひびきで サーマ 三味ゃいらぬ （オーヤッサ ヤーッサ） 
・金のヤー 金のなる木は ないとはいえどヨ （オーヤッサ ヤーッサ） 
                                                   
62 昭和 27 年 12 月に「富山県民謡連盟」が設立された。富山県内の民謡民舞の保存を目的






 辛抱する木に サーマ 金がなる （オーヤッサ ヤーッサ） 
・雄山ヤー 雄山むらさき 剣はあかねヨ （オーヤッサ ヤーッサ） 
 村は夕餉の サーマ 煙立つ （オーヤッサ ヤーッサ） 
・鐘がヤー 鐘が鳴るかや 撞木が鳴るかヨ （オーヤッサ ヤーッサ） 
 鐘に撞木の サーマ あいが鳴る （オーヤッサ ヤーッサ） 
・酒とヤー 酒という字は 三水扁に酉だヨ （オーヤッサ ヤーッサ） 
 酔いがまわらにゃ サーマ うたやせぬ （オーヤッサ ヤーッサ） 
・梅とヤー 梅と桜を両手に持てばヨ （オーヤッサ ヤーッサ） 
 どれが梅やら サーマ 桜やら （オーヤッサ ヤーッサ） 
・岩とヤー 岩の下がり藤 手に取るばかりヨ （オーヤッサ ヤーッサ） 
 人の妻なら サーマ 見るばから （オーヤッサ ヤーッサ） 
【追分64】 
・イヤーナー 追分の身の毛もよだつ ナ―ヨー （コラセードンセ） 
       身の毛ばかりか 髪の毛も （コラセードンセ） 
・イヤーナー 追分のますかたの茶屋に ナ―ヨー （コラセードンセ） 
       中の三丁目がままにならぬ ナ―ヨー （コラセードンセ） 
・イヤーナー 槍や刀に未練をすてて ナ―ヨー （コラセードンセ） 
       馴れぬ手つきで稲を刈る （コラセードンセ） 
・イヤーナー ここの館はめでたい館 ナ―ヨー （コラセードンセ） 
       鶴が御門に巣をかける （コラセードンセ） 
・イヤーナー 月は袂に写れるけれど ナ―ヨー （コラセードンセ） 
       空にまことはただ一つ （コラセードンセ） 
・イヤーナー 牛で落ちのび行方も知らぬ ナ―ヨー （コラセードンセ） 
       池田城しゅ（跡）風ばかり （コラセードンセ） 
【甚句65】 
・めでた めでたの今飲む酒は （コリャセー） 
 天の岩戸に チョイト 湧き出ずる （コリャセードンセ） 
・酒という字は 三水扁に酉だヨ （コリャセー） 
 酔いが廻らにゃ チョイト うたやせぬ （コリャセードンセ） 
・嫁に 行くなら米道村へ （コリャセー） 
 稲に黄金の チョイト 波が打つ （コリャセードンセ） 









・お酒飲む人 皆神さまか （コリャセー） 
お酒上がらぬ チョイト 神はない （コリャセードンセ） 
・池田山へは行きたはないが （コリャセー） 
 瀬戸のろくろは チョイト 見たござる （コリャセードンセ） 
・ここは浄土か 善入寺さまか （コリャセー） 
 盆の踊りで チョイト 夜を明かす （コリャセードンセ） 
【松坂66】 
・にがた、松坂習いたかござれ 金の四、五両ももってござれ（ソロセン ソロセン） 
 もってござれ もってござれ 金の四、五両ももってござれ（ソロセン ソロセン） 
・茶屋に腰かけ小松原見ればヨ 松に小雪が降りかかる （ソロセン ソロセン） 
 降りかかる 降りかかるヨ 松に小雪が降りかかる （ソロセン ソロセン） 
・傘を忘れたますがたの茶屋に 空が曇ればヨ 思い出す （ソロセン ソロセン） 
 思い出す 思い出すヨ 空が曇ればヨ 思い出す （ソロセン ソロセン） 
・そろたそろた踊り子がそろたヨ 稲の出穂よりも なお揃た（ソロセン ソロセン） 


































































赤田光男 1986 年 『祖霊信仰と他界観』  
黒坂富治 1979 年 『富山県の民謡』  
立山町 1984 年 『立山町史〈下巻〉』  
仲井幸二郎 丸山忍 三隅治雄 1972 年 『日本民謡辞典』  

















































 第 1 節では、布橋灌頂会の簡単な概要や儀式の流れ、儀式に込められている意味、なぜ
布橋灌頂会が復活したのか、平成 8（1996）年に復活した際の布橋灌頂会の様子などを文
献からまとめ、第 2 節では、平成 29（2017）年に開催された布橋灌頂会から本番の様子、











度 36 度、経度 137 度）に
位置している。 
 富山地方鉄道千垣駅か
ら徒歩約 30 分、車で約 5
分、富山地方鉄道立山駅
















平成 8（1996）年 9 月 29 日（日）、10 月 5 日（土）～6 日（日）にかけて行われた“第 11
回国民文化祭とやま’96 立山フェスティバル”の中の 9 月 29 日に 136 年ぶりに復活した。
以降、平成 17（2005）年、18（2006）年、21（2009）年、23（2011）年、26（2014）年、













































橋の長さは 25 間（1 間は約 1.81m）であり、これは 25 菩薩76を表す。橋の高さは 13 間、




78、阿弥陀如来の 48 願79を表現している。釘・ 鎹
かすがい
の数は 38008 本は法華経の文字数








76 阿弥陀仏を念じて往生を願う者を浄土に迎える 25 体の菩薩。 
77 人の死後初 7 日から 33 回忌までの忌日を司るとされる 13 の仏の総称。 





 また、敷板の数は 108 枚となっており、これは人間が持つとされている煩悩の数を表す。
煩悩を踏みしめながら渡るという意味が込められている。さらに、この敷板 1 枚ずつには




80の数は 6 つであり、6 地蔵81と 6 道82を表している。儀式で布橋を渡るこ
とで 6 道を抜け出し、生まれ変わるという輪廻思想を象徴している。 























                                                                                                                                                     



































                                                   
84 昭和 47（1972）年に設立された、立山の自然や文化についてを紹介している博物館であ 
る。立山信仰についての資料が多く展示されている。 
























2-1．平成 29（2017）年 9 月 24 日に行われた布橋灌頂会 
⑴ 募集要項 
募集人数は 110 名(内 50 名は旅行会社のツアーにて募集)、参加資格は女性、参加費用 2









年、23（2011）年、26（2014）年に行われ、今年も平成 29（2017）年 9 月 24 日に行われ
                                                   
85 芦峅寺に残る数少ない宿坊建築の建物。 




 行事全体の内容としては、まず、オープニング・セレモニーが 10：00～10：30 に行われ、
芦峅寺権現太鼓と立山の舞が披露される。 
 次に、10：00～12：30 まで布橋灌頂会が行われる。 




























































































































































































































































































3-2．平成 8 年の布橋灌頂会から平成 29 年の布橋灌頂会までの変化 
⑴ 参加人数(女人衆、観覧者)の変化86 
表 3 は平成 8（1996）年、23（2011）年、26（2014）年、29（2017）年の女人衆への
参加応募者数、県内と県外それぞれの参加応募者数、実際の参加者数をまとめたものであ




みると、応募者数が 17 名、参加者数が 17 名となっている。つまり県外からの応募者は全
員参加という形になっている。これは、平成 23（2011）年の布橋灌頂会開催時に、旅行会
社のツアーを経由し応募者を募ったためだと考えられる。 










 また、観覧者の視点から変化を見てみると、平成 8（1996）年の観覧者数が約 4000 人、




 平成 8 年の布橋灌頂会では、立山フェスティバル立山町実行委員会をはじめとした、立
山町職員、立山博物館職員ら 100 名弱が運営に携わった。平成 26（2014）年の布橋灌頂会
では、布橋灌頂会実行委員会をはじめとする立山町職員ら 110 名と芦峅寺住民、ボランテ
ィアの方 40 数名を含む約 150 人が運営・進行を務め、平成 29（2017）年の布橋灌頂会で
は、布橋灌頂会実行委員会をはじめとする立山町職員ら 140 名～150 名と、芦峅寺住民、













会 HARUKA や雅楽団体洋遊会による、女人衆の擬死再生を祝うお経や舞楽が披露された。 

























































 平成 29（2017）年の布橋灌頂会を行うにあたっての第 1 回の会議は 2～3 月のうちに行
われ、これが、実行委員会の実質のスタートとなる。第 1 回の会議では、布橋灌頂会の女
人衆への応募者が回を重ねるごとに増加していることを受け、女人衆の人数制限を前回の
80 人から、110 人へ増やすことを決定したそうだ。 










 私が、実行委員会のメンバーである隈上さんにお話を伺った 8 月 21 日の時点では、女人
衆への応募者に当落の連絡を入れるということを行っていた。また、当選した女性の方に
連絡するときに、普段着ている服のサイズや、儀式で正座をしなければならないため、正































たてはく探検隊とは、平成 29（2017）年 8 月 5 日に行われた、小学生にまんだら遊苑87や
ゲーム、クイズなどを通して、立山の自然や歴史について学んでもらうことを目的とした













































                                                   
88 鎌倉時代後期から室町時代にかけて、芦峅寺で信仰されはじめた。おんば様は、衣食住
の恵みをもたらす神とされている。 






































































富山県立山博物館『立山の地母神 おんばさま』能登印刷株式会社、2009 年。 
富山県立山博物館『女性たちの立山 近世から近代へ…』北日本印刷株式会社、2015 年。 









（http://www.pref.toyama.jp/branches/3043/sisetu/g-mandaraen.htm 2018 年 1 月 5 日
閲覧） 
「立山の歴史・立山信仰」 















































































戦前には 20 戸程の家々が存在し、戦後すぐは疎開を含めて 28 戸があった。その後徐々









られていた村芝居が始まりとするものである。これは約 30 年前の通説となっている。 


















 その後、昭和 63 年に再興されるまで演じられていなかった。この昭和 63 年に再興し



























































記されている。それ以降の文字については一部判読できないが、この台本が大正 7 年 8 月















































































































                                                   







































































































































年度 演目１ 演目２ 演目３
昭和62年 仮名手本忠臣蔵・五段目 傾城阿波の鳴門・巡礼の段


















































写真 10． 小道具（物入） 
 
 





























































































































現在抱えている問題について記述し、第 2 節では越中瀬戸焼の概要と歴史、第 3 節では製
造過程を記述する。第 4 節ではかなくれ会の活動について記述し、第 5 節ではかなくれ会








































































































り、立山町のなかで納税額が 1 番多かったという。  
 
2-2-4．越中瀬戸焼の衰退    
江戸時代後期になると越中瀬戸焼は徐々に衰退していく。理由は九谷焼の再興と磁器の




















                                                   
92小物成とは、問屋，市場，製造業などの営業収益を対象とした税。当時どのくらい税を納










































































             




























                                                   
93薪が燃えた結果、炭になったもの。 







































































2013 年 2 月 3 日に、かなくれ食堂が開催された。これはかなくれ会と AnT という富山の
建築家の会のメンバーとともに食事しながら、冬の立山のくらしについて話すというもの















































                                                   
95 アメリカ合衆国出身の実業家。アップル社の共同設立者である人物。2000 年にアップル
社の最高経営責任者になると iPhone や iPad を生み出した。 




























れているように窯元たちのこだわりと情熱が 1 つの 1 つの作品に込められている。  
しかし越中瀬戸焼の歴史の深さや小二郎の意志を継ぐかなくれ会の活動は残念ながらま
だあまり知られていない。この焼き物を後世まで受け継いでいくにはかなくれ会の活動が


















越中瀬戸焼発祥四百年記念顕彰会実行委員会 『越中瀬戸焼四百年の変遷 須恵の里』 




（http://www.kakiden.com/gallery/archives/21808/  2017 年 12 月 24 日閲覧） 


























































て見えてきた地域交流についてまとめ     地図 1．五百石中央商店街の位置 
ていく。      
 










































来た人は苦しい生活を強いられた。そうした中、天保 8（1837）年 5 月 2 日、松本開にお
いて商売が許可された。すると松本開は市場として発展していき、農業のかたわら商売を
する人が増えていった。天保 9（1838）年の『新川郡高原野組八拾弐ヶ村並に松本開戸口 






いった。文久 3（1863）年になると戸数 116 軒、男性 176 人、女性 177 人に増加した（表
1）。 
 







和暦 西暦 出来事 
延徳 3 1491 「高原野」最初の地が開拓される 
文化 11 1814 朽木兵左衛門が高原野の開拓を始める 
文政 3 1820 五百石天満社が創建される 
天保７ 1836 町建が許可される。松本開と称される 
天保 8 1837 諸商売が許可される 
天保 9 1838 戸数 57軒 
安政 5 1858 安政の大地震が富山平野を襲う 











も五百石の教育に力をそそいだ。明治 6（1873）年 8 月に寺子屋は松本小学校となり、男

















り松本開は五百石町と改称され、その役場は酒井小平宅に置かれた。同年 6 月には第 1 回
町会議員選挙が行われるなど、地方自治体としての体制の基礎を確立した。明治 24（1891）




は ぶ た え
101を織る企業経営が盛んになると、明治 37（1904）年 7 月 13 日には現在、駅
前のむらいスーパーがある辺りに芝居や映画を上映する松山座（旧立山劇場）ができ、人々
の娯楽の中心となった。明治 45（1912）年 1 月に立山軽便鉄道株式会社が発足する（表 2）。 

































大正 2（1913）年、立山軽便鉄道が五百石―滑川間の 14.2 キロメートルに開通した。甲高
和暦 西暦 出来事 
明治 5 1872 酒井周斉が寺子屋を開く 
明治 6 1873 酒井周斉の寺子屋が松本小学校となる。松本開消防組が発足する 
明治 9 1876 芦峅寺の堂の大鏡が五百石天満社に寄進される 
明治 12 1879 松本開戸長役場が設けられ、酒井小平が戸長となる 
明治 13 1880 五百石郵便局が酒井小平宅に設置される 
明治 17 1884 酒井小平が文学舎（のちの私立松本開高等小学校）を設立する 
明治 18 1885 松本小学校の校舎を五百石天満社の東側に新築する 
明治 19 1886 富山始審裁判所松本開登記所が設置される 
明治 20 1887 初めて人力車が導入され、交通文化が開かれる 
五百石警察署が五百石天満社の北側に設置される 
明治 22 1889 町村制施行により五百石町となり、その役場を酒井小平宅に設置される 
第 1 回町会議員選挙が行われる 
明治 24 1891 五百石町大火により 81 戸が焼失する 
明治 28 1895 新川銀行が設立される 
明治 30 1897 羽二重を織る機業経営が盛んになる 
明治 34 1901 五百石郵便局が電信業務を開設する 
明治 37 1904 松山座ができ娯楽の中心となる 
明治 40 1907 五百石小学校校舎を前沢新に新築する 
明治 43 1910 五百石町青年会発足する 





五百石―滑川間はそれまで大人の足で歩いて 3 時間かかり、人力車では 2 時間で 1 銭か
かっていた。それが立山軽便鉄道に乗ると、50 分で 21 銭とお金はかかってしまうが、時間
は大幅に短縮された。何よりも立山軽便鉄道は米の輸送に大活躍した。米の輸送にかかる
運賃は生産者が負担していたが、それまでの 1 俵につき 11 銭かかった馬車輸送に比べ、立








和暦 西暦 出来事 
大正 2 1913 五百石郵便局に電話局が併設される 
大岩電機株式会社が発足し、五百石町に電灯がついた 
立山軽便鉄道が五百石―滑川間を営業開始 
大正 6 1917 立山軽便鉄道が立山鉄道に改称する 
大正 7 1918 立山製紙株式会社が発足する 
大正 8 1919 五百石町処女会（婦人会の前身）が発足する 
大正 9 1920 五百石・富山間を乗合自動車が五百石自動車株式会社によって運行さ
れる 
大正 10 1921 立山鉄道が立山駅（現在の岩峅寺）まで延長営業 






賑わった。昭和 57（1982）年 8 月 7 日、五百石中央商店街協同組合が設立され法人化する。
翌年の昭和 58（1983）年 7 月 14 日には、五百石中央商店街の 2 か所に取り付けられたネ
オンアーチ（地図 6）の点灯式が行われた。 
平成 20（2008）年、商工交流館「休んでかれや」が現在の富山信用金庫の南側に設立さ
                                                   
102 現在五百石は 1 区から 5 区、36 区（新町）、37 区（曙町）の全 7 区から成る。 
140 
 
れると、平成 24（2012）年 9 月 4 日、全国各地の特産品約 80 品目を展示販売するアンテ















性化を図っている。         写真 2．立山町元気交流ステーションみらいぶ 
 
1-5．五百石の人口の推移 
  『統計たてやま』をもとに、昭和 35（1960）年から平成 27（2015）年までの 5 年おき
の人口の推移と平成 29（2017）年の人口を表 4 にまとめた。しかし平成 2（1990）年から
平成 16（2004）年までは資料不足のため除くものとする。表 4 を見てみると、五百石の人










かる。                         （統計たてやまより作成） 
 
                                                   
103立山町の保健福祉の総合的な機能を集約し、立山図書館や交流センターなど暮らしに役
立つ公共施設と富山地方鉄道五百石駅が一体となった複合施設。 
和暦 西暦 人口（人） 和暦 西暦 人口（人） 
昭和 35 1960 3051 平成元 1989 1909 
昭和 40 1965 2754 平成 17 2005 5641 
昭和 45 1970 2540 平成 22 2010 5325 
昭和 50 1975 2364 平成 27 2015 5236 
昭和 55 1980 2221 平成 29 2017 5379 



































退してしまったと考えられる（表 6）。また、地図 2 より北西側に商店が多く並び、江戸時
代（1603―1868）の五百石の商業の中心地であったことがわかる。東側には仁右衛門用水110
















表 5．嘉永 7（1854）年の職種一覧111 
職種 主業（軒） 兼業（軒） 職種 主業（軒） 兼業（軒） 
酒造 1 1 サメ 1   
油 1 1 小菓子 10   
野道具 1   茜染 2   
塗師
ぬ し
 1   桶屋 4   
質屋 1   木挽
こ び き
 2 1 
豆腐 4   紙すき 1   
紺屋 1 3 手間綿打 1   





 1 1 石工   1 
批屋
へ ぎ や
 2 1 大工   1 
干肴 2 1 八百屋   1 
醤油 1 2 仲買
なかがい
   1 
古手
ふ る て
 1   きちん宿   1 
髪結 2   こんにやく   1 
小間物 3 1 太物
ふともの
   2 
ローソク 1   味噌屋 1   


















表 6．安政元（1854）年～安政 4（1857）年の職種一覧112 
 
 

























地図 2．安政元（1854）年～安政 4（1857）年松本開商店地図（石原与作113原図より） 
                                                   
112 表中の「鬢付」とは鬢付油の略で、日本髪用の油を扱う店のことである。 
職種 店数（軒） 職種 店数（軒） 職種 店数（軒） 
紙屋 4 焼餅屋 2 味噌屋 1 
風呂屋 2 ローソク 1 煙屋 1 
鍛冶屋 1 酒屋 1 鬢付
びんづけ
 1 
傘屋 3 宿屋 1 醤油屋 2 
綿屋 1 塩 1 不明 4 















富 不明 不明 至
山 上





































店が軒を連ねるようになった。                       
 
2-3．商業の発展要因② 交通上の好位置 







た。立山軽便鉄道によって五百石―滑川間の移動時間は、徒歩の約 3 分の 1、人力車の約半






職種 店数（軒） 職種 店数（軒） 
室屋
む ろ や
 2 油屋 1 
醤油屋 3 紺屋 1 
紙屋 2 塩屋 1 
紙漉
かみすき
 2 批屋 1 






鍛冶屋 2 酒屋 2 
桶屋 7 焼餅屋 1 
煙屋 1 綿屋 1 
米屋 4 鍬柄屋
く わ がら や
 1 
鬢付屋 1 不明 1 
木挽き 1 計 40 
（地図 3 より作成） 
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肉屋 寿司 下駄屋 青果店 駄菓子屋









































































 復元した範囲だけでも計 88 軒の商店が並んでおり、地図には記載していない周辺の通り
の商店を合わせるとその数は優に 100 軒を超す。今まで商店が少なかった下手東側にも商
店が増え、上手西側は今まで以上に発展した。表 4 をみると、すでに昭和 45（1970）年は





が商店街で揃った。中央商店街は 100 年あまりの間に大発展を遂げたのである（表 8）。 
 
表 8．昭和 45（1970）年頃の職種一覧119（表中（）は建て替わった商店） 
（地図 4 より作成） 






職種 店数（軒） 職種 店数（軒） 職種 店数（軒） 
飲食店 12 荒物屋 1 青果店 1 
畳屋 1 薬局 4 下駄屋 2 
炭屋 1 百貨店 1 時計屋 1 
サッシ 1 燃料店 2 理容店 1 
お菓子屋 1 花屋 1 美容院 1 
金物屋 3 鍛冶屋 2 パチンコ屋 1 
煎餅 1 自転車店 2 スポーツ用品店 1 
染物店 1 寝具店 1 からつ屋 1 
製麺 2 床屋 2 食料品店 1 
履物店 2 電設 1 家具 1 
魚屋 4 旅館 1 衣類店 1 
ミシン屋 1 肉屋 3 電化 1 
駄菓子屋 5 味噌醤油 1 洋品店 1 
本屋 3 化粧品 1 左官屋 1 
工務店 1 ぱんじゅう屋 3 不明 1 
八百屋 2 呉服店 3 （電機屋） 1 
















である。飲食店は 12 軒、呉服店や洋品店は合計 6 軒であった。飲食店が多い理由として大
正から昭和初期にかけて、天満社の東側に遊廓が栄えていたことが挙げられる（地図 4 斜














ていた。              写真 3．昭和 47（1972）年頃のいしはら百貨店 

























宅地図によると商店数は 39 軒となり、2 年間で 16 軒の商店が減少している（地図 5）。昭












加えて表 4 をみると昭和から平成にかけての人口の減少は著しく、昭和 45（1970）年の









一方で飲食店は昭和 45（1970）年に 12 軒だったものが平成 11（1999）年になると 10
























飲食店 新聞店 美容院 理容店 ◆手芸店 時計店 ◆商店 信用金庫 寿司







































 平成 29（2017）年現在、五百石中央商店街の商店数は 21 軒である。平成 13（2001）年
から約 46%、昭和 45（1970）年から約 76%もの商店が減少した。ずらりと建ち並んでいた
商店も今では住宅の中に商店が混在している状況で、活気があるとは言いがたい。昭和 58

























































































 五百石中央商店街にはかつて中商スタンプ会とブルーチップの会という 2 つの組織が存
在した。この 2 つの会が合わさり立山ファミリーカード会となった。その後、昭和 57（1982）




立山ファミリーカード（写真 5）のポイントを 1 週間 2 倍に
するといった活動である。立山ファミリーカードは平成 7 年
から発行されているポイントカードで、町内 43 軒のお店で利




に努めている。                    写真 5．立山ファミリーカード 
 
5-3．五百石中央商店街の特徴 

























1 月 お雑煮、ぜんざい、氷餅 
2 月 桜餅、うぐいす餅、ひし餅 
3 月 桃の節句（節句餅）、御釈迦の団子、春分の日（おはぎ） 
4 月 おやき、草餅、あんころ餅、春祭（赤飯） 
5 月 端午の節句（節句餅）、柏餅 
6 月 あやめの団子、ささぎ餅 
7 月 土用餅、あべかわもち 
8 月 お盆の供養物、豆餅、 
9 月 秋分の日（おはぎ）、秋祭（赤飯） 
10 月 秋祭（赤飯） 
11 月 針歳暮 
12 月 針歳暮、ちん餅（お正月餅） 
（北海屋菓子舗より作成） 
 















































                                                   
123 あんこと白餡の 2 種類の餡を使用し最中には砂糖で立山が描かれている。1 個 110 円。 
124 甘さ控えめで、上にクルミがのっているのが特徴的な和菓子。1 個 110 円。 
125らい鳥のかわいらしい形をした和菓子で、中には白あんが入っている。1 個 150 円。 
126 コーヒーとラム酒の風味がする大人向けな洋菓子。1 個 150 円。 
127 黒ごま、栗、抹茶、苺、梅、チョコの 6 種類の味があり、生地には豆乳が使用されてい
る。1 個 162 円。 
128 米粉が使用された生地の間に餡が挟まれており餡には梅、昆布、わかめの3種類がある。
1 個 162 円。 















































































































































































                                                   
132 参考『立山御うば尊御宝前鏡紹介パネル』立山御うば尊御宝についての説明が書かれた
パネルで、天満社にある立山御うば尊御宝の前に置かれている。 














































造営し、天満社の末社とした。         写真 11．市姫神社 
 
7-3．五百石天満社の春季祭礼、市姫神社の祭礼 
 五百石天満社の春季祭礼と市姫神社の祭礼は、かつては 6 月 15 日に行われていたが、滑
川市の祭りと日付が重なっていたため、昭和 29（1954）年から 6 月 12 日に変更して行わ
れている。若者からお年寄り、家族連れと毎年多くの人で賑わっている。春季祭礼の見ど








                                                   
133 参考『五百石地方郷土史要』、『富山県神社祭神御事歴』、『日本の神がわかる本』 




 立山まつりは、立山舟橋商工会が主体となって、毎年 7 月下旬の土曜日に行われており、











れた。                  写真 12．立山まつりの露店の様子 
地図 7．立山まつり会場地図（立山まつりポスターより作成） 

















写真 14．立山小唄町流し           写真 15．男踊り 
 
7-5．風の盆踊り 









写真 13．平成 29（2017）の立山芸能百選の様子 
163 
 
りは 18 時～21 時まで行われ、19 時ごろから踊りだす。平成 29（2017）年は 30 人以上の
方が参加した。音頭取りの方が中央にあるやぐらの上で音頭を取り、そのやぐらの周りを








人いたメンバーも、今では女性 1 人、男性 4、5 人に減ってきている。音頭取りの方も踊り
手も高齢化が進み、盆踊りへの参加人数も減ってきている。盆踊りに参加されていた男性









か集まらない状況にある。          写真 16．盆踊りの様子 
 
7-6．五百石天満社秋季大祭137 









時にお昼休憩を挟み、13 時から上手と下手を交代して神輿が上手、獅子舞が下手を 16 時半
















いる。大正 4 年に 2 区から奉納された神輿を使っており、高さ 3.50 メートル、横 1.75 メ
ートル、長さ 4.25 メートルある。御神体をどこからでも見られるように、六角形の形をし
ているのが特徴である。また昔は担いでいたが、20 年あまり前から台車に乗せて引いて歩
















 獅子舞は 1 区の下町140公友会を中心に行われている。かつては春季祭礼の獅子舞を 5 区
















140 五百石を三分割した時の呼び名。1 区のあたりを下町、3 区のあたりを中町、5 区のあ
たりを上町という。 





獅子舞単独で回っている。獅子頭は 3 体あり、獅子の大きさは男性 4 人が入れる大きさで




家では稚児舞と一緒に数曲披露し   
ている。笛の音で 12 演目を聞き分
けるのがとても難しいそうだ。9 月
に入ると平日は毎日 19 時～20 時ま
で子供たちが練習し、20 時～21 時
まで大人の方が集まって練習して
いる。   

















平成 29（2017）年は小学 3 年生が
2 人、6 年生が 2 人、高校 1 年生が





























































立山町 昭和 59 年 2 月 15 日 『立山町史 下巻』 
佐藤礒五郎、中川清邦著 昭和 19 年 10 月 10 日 『五百石郷土史』 
立山町郷土資料館 『立山町郷土資料館企画展リーフレット』 
立山町役場 『まちなかファーム完成予定資料』 
五百石区域小学校長会郷土史研究部 昭和 10 年 12 月 8 日 『五百石郷土史要』 
富山県神職会 大正 13 年 『富山県神社祭神御事歴』 
戸部民雄著 平成 17 年 『日本の神がわかる本』 
石原与作文責 昭和 46 年 4 月 『五百石開町百五十年奉祝記念』 
石原与作原図 『安政年間の五百石町』、『文久開打立帳』 




（http://www.town.tateyama.toyama.jp/tokei/index.html 閲覧日 2017 年 12 月 29 日） 
『立山町役場ホームページ』 


































                                                   
141『立山ブランド認定制度の概要について』「１立山ブランド事業創設の概要の背景」より 




































































































 立山のちから米  （株）たてやま  









る。（平成 29 年度 12/21 現在） 
 
 立山もも（プレミアム）  農事組合法人 たてやま営農組合 
















 乳酸菌発酵竹茶 福竹茶  （株）ビオロジックノザコ 







いないため妊娠・授乳中の方でも安心して飲むことができる。ティーバッグ 15 包入り 1,699
円で Bamboo Café146（ネットショップ）にて販売されている。 
 
 立山町四谷尾産 ラ・フランス ストレートジュース  上東果樹生産組合 





際立たせている。200ml ビン 10 本¥3,980 で「ぜんぶ、立山。」
にて販売されている。 
 
 立山のナチュラルミネラルウォーター （株）宝水（株）大観峯（株）匠美 
水の王国 立山の清水 平成 23 年度第 1 回立山ブランド認定 













                                                   
146 Bamboo Café http://www.take-cafe.com/fs/bamboo/c/takecya/ 
174 
 
 立山権現かんもち「紙風船」 立山権現「編みかんもち」  
農事組合法人 食彩工房たてやま 
 立山権現かんもち「紙風船」 平成 23 年度第 1 回立山ブランド認定 











編みかんもち 20 枚 1,000 円 紙風船 3 袋入り 556 円 食彩工房たてやま（ネットショップ
も有）にて販売されている。 
 
 かあさん漬け  JA かあさんの店 




















 立山三六そば  立山そば推進協議会 








ばどころに負けないという自信を表している。200g×5 束入り 2,800 円で「ぜんぶ、立山。」
にて販売されている。 
 
 おかゆっこしろがゆ  有限会社 立山ファーストコーポレーション 







懐かしい味を生み出している。24 食入り 3,600 円で「ぜんぶ、立山。」にて販売されている。 
 
 立山シフォン 米っ粉倶楽部 















 立山の農家が作ったみそ  農事組合法人いこいの杜 







800g×2 2,000 円モンベルオンラインショップにて販売されている。 
 
 越中瀬戸焼  陶農館 
平成 26 年度第 4 回立山ブランド認定 
















立山のちから米 ①  
立山もも ②  
乳酸菌発酵竹茶福竹茶 ①  
立山連峰の清水他 ①⑳百選横丁（ネットショップ）147 
水の王国他 ①  



































                                                   

































①グリーンパーク吉峰 富山県中新川郡立山町吉峰野開 12 
②立山もも生産組合直売所 富山県中新川郡立山町上金剛寺 596-2 
③JA かあさんの店（JA アルプス農産物直売所） 富山県中新川郡立山町前沢 1216 
④越中陶の里 陶農館 富山県中新川郡立山町瀬戸新 31 
⑤立山自然ふれあい館  富山県中新川郡立山町四谷尾 177 
⑥グリーンビュー立山 富山県中新川郡立山町千寿ケ原 1 
⑦農事組合法人 食彩工房たてやま 富山県中新川郡立山町金剛寺 270 
⑧そよかぜ農産物直売所（藤ノ木店） 富山県富山市開 286 
⑨モンベル立山店（ハーベステラス） 富山県中新川郡立山町五郎丸 350-1 
⑩立山あるぺん村 富山県中新川郡立山町東中野新 143-1 
⑪弥陀ヶ原ホテル売店 富山県中新川郡立山町芦峅寺弥陀ヶ原 









































⑭そよかぜ農産物直売（掛尾店） 富山県富山市今泉 172-1 




⑰富山空港ターミナル 富山県富山市秋ケ島 30 
⑱リバーリトリート倶楽部 富山県富山市春日 56-2  
⑲寿屋 業務用卸部 富山県富山市下赤江町 2-5-38 






















































23 年度 立山ブランド認定制度創設 
 第 1 回立山ブランド認定…応募品 12 品うち 6 品 
 立山ブランド認定委員会設置規定作成 
 認定マーク作成/マーク管理取扱基準作成 
                                                   





24 年度  立山ブランド認定委員会として運営開始 




25 年度  第 3 回立山ブランド認定…応募品 4 品うち 4 品 
 ひかりネット（通販）登録案内 






27 年度  第 5 回立山ブランド認定…応募品 6 品うち 1 品 
 「ふるさと名物応援宣言」を公表  
 越中瀬戸焼ほか、台湾物産展出展 
 海外販路開拓支援（ナチュラルウォーター、おかゆっこ白がゆ） 
28 年度  第 6 回立山ブランド認定…再認定のみ 
 大学と連携した特産品開発（米粉菓子、包装としての風呂敷開
発） 
29 年度  第 7 回立山ブランド認定…再認定のみ 
（出典 「立山ブランド認定制度の概要について」 Ｈ29/6/22 立山町商工観光課） 
 
 ブランド創設から年が経つにつれ、認定応募品が減少している。27 年度まではブランド
認定が行われていたが、28 年度と 29 年度は再認定のみとなっている。役場の方によると、
平成 28～29 年度は新規の受付をいったん休み、既存のものの販路開拓の取り組みに注力す
る方針で進めているようだ。例としては、「平成 28～29 年度 ラ・フランスジュース新商








































































































































Excellent quality 「正確な表示」Exact expression 「地域の環境と調和」Harmony with 
Ecology のそれぞれの E を「品」の形にしたものであり、「良い品」であることを表現して
いる。富山県農林水産企画課・市場戦略推進班が行っている取り組みである。みそ、もち、


































大変だと苦労を語ってくださった。かんもちを作る作業は朝 4 時からで湿度は 90％、暑い
時は気温が 35 度にもなる。しかも作業は一日あたり 5 時間ほどのため、あまり給料は多く
なく、生計を立てるのには向いていない。そのためやりたい人がおらず人を雇うのが大変



















































































































 次に PR 効果であるが、売り上げに直結していなくとも認知度は相当上がったのではない
かと思う。立山ブランドという一括りでまとめられていることで、一覧として見ることが
できわかりやすい。一方で、認定されていないものは認知されづらくなるため、認定され













































「Bamboo Café」  
（http://www.take-cafe.com/fs/bamboo/c/takecya/ 閲覧日 2018 年 1 月 10 日） 
「立山黒部アルペンルート」 
（https://www.alpen-route.com/about/ 閲覧日 2018 年 1 月 10 日） 
「立山ブランドマークについて」 
（http://kanko.town.tateyama.toyama.jp/stroll/logomark.html 閲覧日 2018 年 1 月 10
日） 
「facebook「ぜんぶ、立山。」」 
（https://www.facebook.com/TateyamaBrand 閲覧日 2018 年 1 月 10 日） 
「富山県ふるさと認証食品制度」 
（http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1600/kj00007051.html 閲覧日 2018 年 1 月 10 日） 
「明日の富山ぶらんど」 
（http://www.toyama-brand.jp/?tid=100046 閲覧日 2017 年 12 月 1１日） 
「ミラサポ ふるさと名物応援宣言」 
（https://www.mirasapo.jp/shigen/information/support.html 閲覧日 2018 年 1 月 5 日） 
「モンベルフレンドマーケット」 
（http://webshop.montbell.jp/goods/category.php?category=484 閲覧日 2017 年 12 月 11
日） 
「百選横丁」 
（http://hyakuyoko.com/ 閲覧日 2018 年 1 月 20 日） 
「JA タウン」 





































 まず初めに、富山県統計年鑑（平成 27 年版）のデータをもとに富山県全体の転入・転出
と立山町の現状を見ていく。 
 人口の増減を、転入・転出の動きだけに注目してみると、平成 27 年に富山県全体では転
出者数が転入者数を 897 人上回っており、人口は流出している。市町村別では、全部で 15
ある市町村のうち転入者数の方が多いのは、富山市、黒部市、砺波市、射水市のみとなっ
ている。一方、立山町では転入・転出の動きによって 73 人の人口減少がみられる。 
これらのデータから、平成 27 年の富山県全体の転入・転出による減少数に占める立山町
の割合は、約 8％であると分かる。立山町の人口は 26,317 人（平成 27 年）で、富山県の人
口の 1,066,328 人（平成 27 年）のうちの約 2.5％であるのに比べると、このパーセンテー
ジはやや大きい。富山県全体のほとんどの市町村で転出者数の方が多いという現状があり、
それを抑えていくという意味でも、市町村ごとの取り組みや対策は大切となる。 







 次に立山町役場住民課が記録している立山町人口動態のデータをもとに、平成 12 年から
平成 28 年（2000 年から 2016 年）までの 17 年間の転入・転出の動きを立山町に絞って見
ていく。 
表 1．立山町の人口動態［転入］（統計たてやまに記載されているデータをもとに作成） 
総数 県内から 県外から その他
男 女 男 女 男 女 男 女
H12年 416 467 307 384 101 81 8 2
H13年 414 453 309 366 100 76 5 11
H14年 371 426 267 341 96 79 8 6
H15年 368 397 266 301 97 89 5 7
H16年 361 369 258 272 102 93 1 4
H17年 332 346 232 272 92 66 8 8
H18年 309 335 219 263 86 68 4 4
H19年 355 343 246 241 98 87 11 15
H20年 293 354 187 238 92 95 14 21
H21年 205 254 155 171 45 73 5 10
H22年 233 239 162 174 64 52 7 13
H23年 269 289 179 209 77 66 13 14
H24年 217 247 134 179 70 62 13 6
H25年 277 278 172 189 82 62 23 27
H26年 285 300 194 229 75 56 16 15
H27年 285 287 196 203 76 59 13 25
H28年 297 294 176 175 85 96 36 23




























立山町では、立山町における転入者の U ターン（県内出生）と I ターン（県外出生）の
内訳の調査は行っていないが、平成 28 年に厚生労働省が行った人口移動調査によると富山





総数 県内へ 県外へ その他
男 女 男 女 男 女 男 女
H12年 348 407 229 279 119 126 0 2
H13年 348 369 220 280 123 89 5 0
H14年 346 434 228 318 111 113 7 3
H15年 323 367 199 263 116 93 8 11
H16年 318 355 204 259 105 90 9 6
H17年 295 359 176 228 112 116 7 15
H18年 325 374 211 251 107 113 7 10
H19年 328 372 198 248 120 114 10 10
H20年 314 387 206 249 98 117 10 21
H21年 267 346 176 254 85 82 6 10
H22年 243 287 176 214 57 59 10 14
H23年 280 319 184 223 86 84 10 12
H24年 227 243 157 187 57 49 13 7
H25年 291 355 181 240 76 97 34 18
H26年 313 314 201 223 83 79 29 12
H27年 323 322 186 211 103 86 34 25





転出のデータ（表 2）を見ると、男性女性共に 1 年で平均 300 人～350 人と多い。役場の

















































































































また自然増減のデータを見ても、平成 11 年から平成 27 年までマイナスを示し続けてい
る。過去 17 年間で、立山町の出生数は、1 番多い時で平成 14 年の 243 人となっており、
平成 27 年には 145 人と 1 番低い数となっている。一方で、死亡数は 300 人前後の状態が
続いており、少子高齢化の影響が表れているといえる。 
人口を維持するには、特に若者の流出を防ぐとともに、転入者が継続して定住すること





















































































































                                                   
158 人口減少や高齢化が進む里山地域の、地域力の維持・活性化を図る活動を行うことを目
的とした制度で、平成 21 年に総務省によって制度化された。立山町では、平成 22 年 4 月



























































































                                                   
159 大工・家具・建具および造園・ガーデニングのプロ（職藝人）育成を目的に、全国でも






























































S さんは、九州出身で 30 代の男性である。立山町に来る前は、東京都文京区に住んでい
た。現在は釜ヶ渕地区に住んでおり、保育園に通う 2 人のお子さんがいる。こちらに家族
















                                                   
160 立山町福田にあり、立山町勤労青少年ホーム、立山町地産地消加工施設、立山町上東交
流サロンから構成されている複合施設。 










籠橋理恵さんは、池田地区にお住まいで現在 41 歳である。この地区には現在 3 軒しか家
がなく、1 軒は年配の女性の一人暮らし、もう 1 軒は以前池田に住まれていたという方が、
立山町の町中にある現在の住居から、以前の家と仕事場がある池田へ毎日通っている状態

































高橋さんは、平成 27 年 4 月から活動をはじめ、主に役場で立山町への移住を考える人々










行われた。平成 28 年 6 月に行われた『芦峅寺 de ワールドカフェ』は、“住みたい町とはど
んな町か”など 2、3 のテーマについて 4～5 人で一つのテーブルに座り、意見交換をすると




同じく昨年 8 月に行われた『食べて、学んで、恋して立山！T ターンはハッピーターン』
は、移住者が中心に集まり、芦峅寺の郷土料理を食べながら話をするイベントだった。“T















































写真 6．立山 Craft2017 のチラシ 
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 佐藤さんが立ち上げた「立山 Craft」は、平成 27 年に始まったイベントで平成 29 年で 3
回目になる。平成 27 年は来場者が二日間で約 8000 人、平成 28 年は約 1 万 4000 人、平成



















ベントが 5 年、10 年と続いていってほしい。 
 



























































住んでいる。娘さんが中学校に上がるタイミングを見て、平成 28 年 4 月に立山町にやって

























町に来て 6 か月目の昨年（平成 28 年）




























 宮内七生さんは、埼玉県出身で現在 27 歳である。宮内さんは、平成 29 年 4 月から立山
町に住み始め、地域おこし協力隊の一人として活動している。取材をさせていただいたの

















                                                   





















































































立山町（発行） 平成 11 年 3 月 『統計たてやま 1998』 
立山町（発行） 平成 15 年 3 月 『統計たてやま 2002』 
立山町（発行） 平成 20 年 3 月 『統計たてやま 2007』 
立山町（発行） 平成 28 年 10 月 『統計たてやま 2016』 




（http://www.pref.toyama.jp/sections/1015/lib/almanac/index.html 2017 年 11 月 26 日
閲覧） 
「立山暮らし」 
（http://www.town.tateyama.toyama.jp/teijyu/ 2017 年 11 月 26 日閲覧） 
「立山町」（立山町ホームページ） 
（http://www.town.tateyama.toyama.jp/pub/ 2017 年 11 月 30 日閲覧） 
「統計たてやま‐立山町」 
（http://www.town.tateyama.toyama.jp/tokei/toukeitateyama2017.pdf 2018 年 1 月 20
日閲覧） 
「総務省 地方行財政」 
（http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/chiho/index.html 2017 年 11 月 30 日閲覧） 
「蛭谷和紙 とやま観光ナビ」 
（http://www.info-toyama.com/s/spot/60036/ 2017 年 11 月 30 日閲覧） 
「立山 Craft‐Home Facebook」 
（https://www.facebook.com/tateyamacraft 2017 年 12 月 5 日閲覧） 
「とやま農業未来カレッジ‐富山県農林水産公社」 
（http://taff.or.jp/nou/college/ 2017 年 12 月 11 日閲覧） 
「大工と庭師の専門学校 職藝学院」 
（http://www.shokugei.ac.jp/ 2017 年 12 月 12 日閲覧） 
「立山吉峰温泉 立山グリーンパーク吉峰 公式ホームページ」 
（https://www.yoshimine.or.jp/ 2017 年 12 月 12 日閲覧） 
「地理院地図」 
（http://maps.gsi.go.jp/ 2017 年 12 月 13 日閲覧） 
「富山経済新聞‐広域富山県のビジネス＆カルチャーニュース」 
（https://toyama.keizai.biz/ 2017 年 12 月 16 日閲覧） 
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「第 31 回人間力大賞‐ニッポンサイコープロジェクト」 
（http://nippon-saiko.jp/ningenryokutaisyo/ 2017 年 12 月 16 日閲覧） 
「国際北陸工芸サミット」 





































































































屋、小又、松倉、座主坊からなる村を東谷村と言った。昭和 29（1954）年 1 月に東谷村と















 図 2 の地図に、東谷地区に属する集落を示した。目桑は白岩川上流部の右岸に位置して
いて、北は六郎谷村、南東は谷村に面している。大辻山に連なる一帯の山麓に囲まれてお
り、傾斜のある土地である。竹内(1979)によると、目桑村は白岩川の谷間の村のなかでは最
大の集落であった。明治初期には 80 戸以上を数えたが、北海道の開拓事業に 20 戸余りが
移住した。昭和初期には 50 数戸あったが、昭和 57（1982）年に 32 戸に減り、平成 21（2009）

















ため大正 15 年から 1200 年遡ってみると 726 年であった。 
明治初期 80 戸 
昭和初期 50 数戸 
昭和 57（1982）年 32 戸 

















































                                                   







































































































































 目桑には昔、5 つの神社があった。昭和 2 年に合祀され、現在は目桑神社と呼ばれている




は、永禄 5（1562）年に創建、宮谷川を下ったところにさざれ石が 2 塔現存するという。
祇園社は、天文年中（1532～55）に創建されたと考えられ、疫病払いで八幡社の末社とし
て建てられた。水神宮の創建は享徳年間（1452～55）で、宮谷川の水源地に祀られていた。
なお、図 3 は地元の方に教えていただいたことをもとに作成した地図である。 
 
 





事予定表を見せてもらった。括弧の中はその年の日程を示す。火祭り（3 月 19 日）、春祭り
（4 月 16 日）、祇園祭（7 月 9 日）、秋祭り（9 月 17 日）、本秋祭り（10 月 8 日）、歳旦祭
（平成 30（2018）年 1 月 7 日）が行われている。聞いた話では、水神様の祭りというもの
221 
 
も 9 月に行われる。 










































































































































































































































産卵もこの海域で行われる。全長 2m 以上，体重 60kg に達する。剣のように突出した上あ
ごをもち，背びれが体高の 1 倍半もあるのが特徴。（世界大百科事典 第２版より） 
179 木炭ガス発生炉によって発生するガスを燃料にして走る自動車。第二次大戦末期から戦
































































その後、人口減少により、7 つの「まとまり」は 4 つへ減少する。この頃の呼び名は、西、
表、裏坪、谷坪であった。つまり、峠坪と宝前坪が無くなったことになる。宝前坪は昭和













に統合された(図 5)。それぞれ 1 班、2 班と呼ばれている。1 班は、表坪、裏坪をまとめた
もので、2 班は、西坪と谷坪をまとめたものだという。 
人口減少の要因としては、災害と、時代の変化にあると考えられる。聞いたお話では昭























































 ○がついているのは、図 6 に記載した地名である。また逆に図 6 には、西山
にしやま
、一ツ屋


















○ 赤坂 アカサカ 赤坂 アカサカ 
  赤谷 アカタニ 赤谷 アカダン 
  池ノ上 イケノウエ 池ノ上 イケノウエ 
○ 石向 イシムカイ 石向 イシムカイ 
○ 池ノ山 イケノヤマ 池ノ山 イケノヤマ 
○ 一枚田 イチマイダ 一枚田 イチマイダ 
  入り谷 イリタン 入ノ谷 イリタン 
  入元奥 イリモトオク 入元奥 イリモトオク 
  上窪 ウエノクボ 上ノ窪 ウエノクボ 
○ 右近谷 ウコンダン 右近谷 オコンダン 
  梅木谷 ウメキダニ 梅木谷 ウメキダニ 
○ 大柏山 オオガスヤマ 大柏山 オガスヤマ 
  大岸 オオギシ 大岸 オオギシ 
  大平 オオヒラ 大平 オオヒラ 
  奥ノ畑 オクノハタ 奥畑 オクノハタ 
  伯母屋敷 オバヤシキ 伯母屋敷 オバヤシキ 
  釜谷 カマタン 釜谷 カマタン 
○ 上五十苅 カミゴジュウカリ 上五十苅 カミゴジュウガリ 
○ 川原割 カワラワリ 川原割 カワラワリ 
  北浦 キタウラ 北浦 キタウラ 
  越登 コエト 越登 コエト 
○ 後妻林 ゴケバヤシ 後妻林 ゴケバヤシ 
○ 越宮 コシミヤ 越宮 コシミヤ 
  小林 コバヤシ 小林 コバヤシ 
  堺ノ谷 サカイノタン 堺ノ谷 サカイノタン 
○ 三小川原 サンコガワラ 三小川原 サンコガワラ 
○ 下大平 シタダイラ 下大平 シタダイラ 
○ 下五十苅 シモゴジュウカリ 下五十苅 シモゴジュウガリ 
○ 蛇手 ジャヂ 蛇手 ジャテ 
○ 定林ノ上 ジョウバヤシノウエ 定林ノ上 ジョウバヤシノウエ 
  丈風石 ジョウブイシ 丈風石 ジョウブイシ 
  定夫越 ジョウブゴエ 定夫越 ジョウブゴエ 
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  丈風越 ジョウブゴエ 丈風越 ジョウグゴエ 
  定夫屋敷 ジョウブヤシキ 定夫屋敷 ジョウブヤシキ 
  高ノ山 タカノヤマ 高ノ山 タカノヤマ 
  高峯 タカミネ 高峰 タカミネ 
○ 滝ノ口 タキノクチ 滝ノ口 タキノクチ 
  滝ノ谷 タキノタン 滝ノ谷 タキノタン 
  峠 トウゲ 峠 トウゲ 
○ 峠割 トウゲワリ 峠割 トウゲワリ 
  堂村 ドウムラ 堂村 ドウムラ 
  中鉤 ナカツル 中鈎 ナカツル 
○ 中鶴 ナカヅル 中鶴 ナカヅル 
  長峯 ナガミネ 長峯 ナガミネ 
○ 迯山 ニケヤマ 迯山 ニケヤマ 
  西ノ上 ニシノウエ 西ノ上 ニシノウエ 
  橋爪 ハシヅメ 橋爪 ハシツメ 
  林上 ハヤシノウエ 林ノ上 ハヤシノウエ 
  東割 ヒガシワリ 東割 ヒガシワリ 
  深瀬 フカセ 深瀬 フカセ 
  深谷 フカタン 深谷 フカタン 
○ 二坂 フタサカ 二坂 フタサカ 
○ 宝前 ホウゼン 室前 ムロマエ 
  窓向 マドムカイ 窓向 マドムカイ 
○ 丸山 マルヤマ 丸山 マルヤマ 
○ 万田 マンタ 万田 マンタ 
  万田割 マンタワリ 万田割 マンタワリ 
○ 水神 ミズカミ 水神 ミズカミ 
○ 水上 ミズカミ 水上 ミズカミ 
  狢ノ尾 ムジナノオ 狢ノ尾 ムジナノオ 
○ 村巻 ムラマキ 村巻 ムラマキ 
  面山 メンヤマ 面山(2 つ存在) メンヤマ 
  割詰 ワリヅメ 割詰 ワリツメ 
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た き の く ち
、滝ノ谷
























 図 6 を見てのとおり、目桑の西の方にある山の近くに位置していることから名付
けたと考えられる。 
一ツ屋






















































































































越野豊山（1999）『郷土の伝承 第八話 目桑水神様御由来』 
松村明（2006）『大辞林 第三版』三省堂 





















富山大学人文学部 文化人類学研究室 藤本ゼミ 3年 
北原拓実 佐藤宏子 冨奈緒 迫間唯 伴聡一郎 
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184 過去 2 回、2013 年 6 月 23 日と 2014 年 6 月 22 日に行われた自転車の大会。美女平か





それらの現状を踏まえ、今回この提案に至った理由を大きく分けて 3 つ挙げる。 
  
2-1 立山町における自転車アクティビティの活性化 


























                                                   
185 立山町五郎丸所在の大型アウトドア用品店。立山 IC から比較的近い立地で山岳観光の
拠点になることを目指し、2015 年 9 月 18 日に県道 6 号線沿いに開店した。 
186 Facebook に存在する自分が良いと感じた他のユーザーの投稿に肯定的な意思を示すこ
とができる機能。 
187 Facebook に存在する自分が良いと感じた他のユーザーの投稿を再投稿できる機能。 


























2017 年 5 月 20 日から 6 月 30 日に開催され、参加者は
Facebook、Twitter、instagram のいずれかの公式サイト






たとっておきの 1 枚を SNS で発信することによって、皆
に知ってほしいという思いが込められている。    ＜参考リンク＞ くまきゅー  
 http://kumaque.com/events/8091 
                                                   










いただいた。利用者数は 2017 年の 950 人から右肩上がりに増加しており、昨年度は 1975
人、今年度は 10 月 31 日現在で 1590 人に達している。利用者は老若男女、幅広い世代が利
用しているようだ。月別の利用者数の推移については 5 月、8 月が多い傾向にある。月 320
台くらい貸し出しがある。また秋の行楽シーズン（9，10 月）は月 250 台貸し出されてい
るそうだ。 
レンタサイクルは氷見駅構内にある氷見観光協会と道の駅氷見、JR 雨晴駅の 3 ヶ所で借
りることができ、返却もその 3 ヶ所で行うことができる。一般の自転車と電動アシスト付
き自転車の 2 種類が用意されており、それぞれ 200 円と 500 円で貸し出されている。レン



























































自転車の貸し出し数は 10 台ほどで、電動自転車 3 台、ロードバイク 4 台、シティサイク
ル 3 台を提案する。これは家族で借りに来た場合でも対応できるようにとの考えからであ
る。貸し出しは 9 時～17 時までとし、自転車を借りる時に利用者は 1000 円支払い、17 時
までに返却してもらえたら 500 円返すようにする。 
表 1 レンタサイクルの購入コスト 
（上記の予算表は、おおよその価格から算出したものである。） 
 値段(1 台当たり) 台数 合計 
電動自転車 80,000~ 3 240,000 
ロードバイク 30,000~ 4 120,000 
シティサイクル 20,000~ 3 60,000 
































4-4 撮影スポット(数字は地図上と一致)  
①大観峰自然公園         ⑥雄山神社（岩峅寺･前立社檀） ⑪称名滝 
②岩室の滝            ⑦横江頭首工ダム 
③白岩川ダム           ⑧千垣鉄橋 
④富山地区クリーンセンター展望台 ⑨雄山神社（芦峅中宮） 
⑤雄山神社 踏切大橋       ⑩立山大橋 
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  ⑪ 称名滝 
⑥ 雄山神社(岩峅寺･前立社壇) 
⑨ 雄山神社(芦峅中宮) 


























 コースは全部で 4 つあるため、参加者の体力や気分に合わせて選ぶことができる。 
     ① 大観峰自然公園 
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☆上級 A コース 
 
  







































































・SNS を利用することにより、SNS に関心の高い若者層を多く取り込むことができる 
・SNS による立山町の宣伝ができる 
・これまで町民も知らなかった立山町の魅力を再発見できる、自分たちの町をより深く                 
 知ることができる 
・貰える景品を立山町の特産物にすることで立山町の景色だけでなく食の魅力も伝わる 
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